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粒状ベントナイト GX の最大膨潤圧には，供試体寸法

や最大粒径の影響は小さいことが明らかとなった．こ

れより，粒状ベントナイト GX の膨潤圧特性について

は，最大粒径 2mm 以下に粒度調整した試料を用い，

標準として広く採用されている直径 60mmの供試体を

使用した膨潤圧試験により十分評価できると結論付

けた．参考文献 3)では，粒状ベントナイト GX 中の粒

径の異なる粒子間において，モンモリロナイト含有率

の変化が小さいこと等を推察したが，粒状ベントナイ

ト GX 中の粒径 2mm 以下の粒子および粒径 2～10mm

の粒子の基本的性質の観点から，その原因を解明する

ことが課題として残った． 

３．粒径区分もしくは粒度調整した粒状ベントナイト

GX の基本的性質の観点からの考察 

前述の既往の研究結果を受け，本研究ではメチレンブルー

吸着量と液性限界・塑性限界の観点から，図 5 の実験結果を

考察した．メチレンブルー吸着量の測定では，最大粒径 10mm

の粒状ベントナイト GX を 2mm ふるいにかけ，粒径 2mm 以

下の粒子と粒径 2mm 以上の粒子に粒径区分し，各区分試料

が 2%ピロリン酸ナトリウム溶液に完全に溶解するように，

区分後に乳鉢を用いて粉砕し測定に供した．メチレンブルー

吸着量の測定は参考文献 7)に準拠した．その結果を表 1 に示

す．表 1 から，粒径 2mm 以下および粒径 2～10mm に区分さ

れた粒子のメチレンブルー吸着量はそれぞれ，66 mmol/100g

および 68 mmol/100g となり，純モンモリロナイトのメチレ

ンブルー吸着量を 140 mmol/100g とすると，モンモリロナイ

ト含有率はそれぞれ 47.1％および 48.6％とほぼ同程度であ

ることが分かる．一方，液性限界・塑性限界の測定では，最

大粒径 10mm と最大粒径 2mm に粒度調整した粒状ベントナイト GX を用いて，「土の液性限界・塑性限界方法

（JIS A 1205:1999）」8)に準拠し実施した．その結果を表 2 に示す．最大粒径 10mm と最大粒径 2mm に粒度調

整した粒状ベントナイトGXの液性限界・塑性限界の値も，表 2に示すように大きな差異は認められなかった．

これらの結果から，最大粒径が 10mm と 2mm に粒度調整した粒状ベントナイト GX の膨潤圧特性に大きな差

異が生じなかった原因として，モンモリロナイト含有率やその基本的性質が粒径区分や粒度調整にほとんど依

存しないことが推察された． 
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図 5 粒状ベントナイト GX の最大膨潤圧と乾燥密度 

表 1 粒径区分した粒状ベントナイト GX のモ

ンモリロナイト含有率 

ベントナイト 

クニゲル
GX 

(粒径 2mm
以下) 

クニゲル
GX 

(粒径 2～
10mm) 

モンモリロナイト
含有率(%) 47.1 48.6 

モンモリロナイト含有率は，純モンモリロナ
イトのメチレンブルー吸着量 140(mmol/100g)
として算出した． 
 
表 2 最大粒径の異なる粒状ベントナイト GX

の液性限界・塑性限界 

ベントナイト 

クニゲル
GX 

(最大粒径
2mm) 

クニゲル
GX 

(最大粒径
10mm) 

液性限界(%) 355.1 344.4 
塑性限界(%) 22.8 23.6 
塑性指数 332.3 320.8 
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ベントナイトGX
標準型膨潤特性試験結果

 Dmax=  2mm, w0=20.3%, D=60mm, H=10mm
 Dmax=10mm, w0=20.3%, D=60mm, H=10mm

中型膨潤特性試験結果
 Dmax=10mm, w0=22.0%, D=150mm, H=30mm
 Dmax=10mm, w0=21.7%, D=150mm, H=30mm
 Dmax=10mm, w0=20.3%, D=150mm, H=50mm

Dmax:最大粒径，w0:初期含水比

D:目標供試体直径，H:目標供試体高さ
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